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である。本プロジェクトは 3 年間の活動（1 年目：地域のニーズの調査とプロジェクト
の立案・提案、2 年目：プロジェクトの実施、3 年目：プロジェクトの実施と効果測定）
を予定している。本論文はプロジェクトの 2 年目の活動に対するものである。 





















題解決学習(PBL：Problem /Project-Based Learning)である。2018 年度の「社会文化心
理学」履修学生は 2 年生 (男性 10 名、女性 16 名)の計 26 名であった。 
授業は 2018 年 4 月 12 日〜7 月 26 日にかけて以下の 15 回に渡って行われた。加えて 4
回の群馬県内へのフィールドワークが行われた。 
 
第 1 回：ガイダンス 
第 2 回：社会文化心理学とは何か 
第 3 回：AL（Active Learning）＆ 
SD(Social Design) 
第 4 回：Guest Talk1 
第 5 回：Guest Talk2 
第 6 回：FG(Facilitation Graphic)+GR 
 (Graphic Recording) + Discussion 
第 7 回：プレゼンテーション① 
フィールドワーク① PIG OUT 
第 8 回：Guest Talk3 
第 9 回：Guest Talk4 
 フィールドワーク② たむろ荘 
第 10 回：Guest Talk5 
第 11 回：Guest Talk6 
 フィールドワーク③ 前橋めぶくフェス 
第 12 回：ブレーンストーミング 
第 13 回：これまでのまとめ＋チーム分け 
 フィールドワーク④ アーツ前橋 

















配置されている。それぞれの項目は Level1 から Level4 までのレベルが設定されてお
り、習得の度合いが履修者自身にも確認できるようになっている。 
Fig.1 社会文化心理学ルーブリック  
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3．授業の概要 
第 1 回 授業ガイダンス 








第 2 回 社会文化心理学とは何か 







第 3 回 AL（Active Learning）＆SD(Social Design) 




   
Fig.3 レクチャー Fig.4 付箋を使ったワーク 
Fig.2 ガイダンス 
Fig.5 スライドを使った自己紹介 Fig.6 事例紹介 
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第 4 回 Guest Talk1 前橋まちなかエージェンシー 










第 5 回 Guest Talk2 前橋中央通り商店街 










第 6 回 FG:GR + Discussion 





Fig.7 第４回まちなか研究室を使った講演  
Fig.8 第５回まちなか研究室を使った講演  
Fig.9 ホワイトボードを使った FG  Fig.10 ホワイトボードとプロジェクターの重ね使い  
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第 7 回 Presentation1 











イドのデザインや、発表の態度など 20 項目の指標を用いて評価し合った。  
 
第 8 回 Guest Talk3 まきばプロジェクト 










第 9 回 Guest Talk4 前橋市議会議員 
第 9 回授業においては、前橋市議会議員









Fig.11 プレゼンテーション  Fig.12 プレゼン評価 
Fig.13 第８回講演・ディスカッション 
Fig.14 第９回講演・ディスカッション 
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第 10 回 Guest Talk5 前橋商工会議所 










第 11 回 Guest Talk6 地域の企業経営者 










第 12 回 Brain Storming 




    
Fig.15 第 10 回講演・ディスカッション 
Fig.16 第 11 回講演・ディスカッション 
Fig.17 プレゼンテーションのリフレクション Fig.18 学生たちによるプレゼンテーション  
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第 13 回 これまでの授業の振り返り 
 第 13 回授業においては、これまでの 12 回の授業を振り返り、それぞれの授業の中
でどのような力を身につけてきたのかを再確認した。その上で、再度チーム分けを行い、
最終プレゼンテーションに向けて、それぞれのグループ毎に活動を行なった。 
    
 
第 14 回 各グループでの活動 
 第 14 回授業においては、グループ毎に分かれ、FG や GR などこれまで習得してき
たスキルを用いて最終プレゼンテーションに向けての準備を行った。 
   
 
第 15 回 Final Presentation 





何を学ぶことができたのか」についてのレポートを課し 15 回の授業を終了した。 
 
Fig.19 これまでの授業の振り返り  
Fig.20 ディスカッションの様子  
Fig.21 最終プレゼンに向けた各グループの活動 
Fig.22 最終プレゼンテーション 
Fig.20 最終プレゼンテーションのチーム分け  
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学外フィールドワーク 






   
 













Fig.23 PIG OUT Fig.24 たむろ荘 
Fig.26 アーツ前橋 Fig.25 前橋めぶくフェス 



































（事例 4：2 年生女性） 
特に強く印象に残っているのは、主婦でありながらでイベントの企画、運営を行うまきばプロジ
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4-2.自己やアイデンティティの変化 
 昨年度同様、授業終了後の履修学生らの感想からは、4 月から 7 月という短期間での授業
でありながらも自己の変化やアイデンティティの変化への実感が見られた。 
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Abstract 
Socio-Cultural Psychology: 
A Psychological Approach to Youth Culture in Maebashi City II 
Yuichiro Okuda 
This report is a case study on "Socio-Cultural Psychology" at Kyoai Gakuen University. In 
2018, a class of 10 male and 16 female students participated in a course of "Socio-Cultural 
Psychology". The course contents were as follows:  Week 1) Guidance,  Week 2) 
What is "Socio-Cultural Psychology”?,  Week 3) AL (Active Learning) & SD (Social 
Design),  Week 4) Guest lecture (No.1),  Week 5) Guest lecture (No.2),  Week 6) FG 
(Facilitation graphics) + GR (Graphic Recording) + Discussion,  Week 7)  Presentation (No.1), 
Field work (No.1) PIG OUT,  Week 8) Guest lecture (No.3),  Week 9) Guest lecture 
(No.4), Field work (No.2) TAMUROSO,  Week 10) Guest lecture (No.5),  Week 11) Guest 
lecture (No.6), Fieldwork (No.3) Maebashi MEBUKU Fes.,  Week 12) Group work,  Week 
13) Group work, Fieldwork (No.4) Arts MAEBASHI,  Week 14) Group work, and  Week 15) 
Conclusion. Through this course, the 26 students acquired knowledge and skills in various 
areas, for example, knowledge of psychology, knowledge about MAEBASHI City, 
research skills, academic skills, event skills, internet skills, and practice skills. This 
resulted in the following three findings: (1. learning from people who have more life 
experiences than the students, 2. a transformation of self and identity on the part of students, 
and 3. learning about "Socio-Cultural Psychology" as garnered from the students’ final reports. 
 
 
